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本
稿
で
は
、
神
戸
大
学
東
洋
史
学
専
修
の
研
究
室
紹
介
と
し
て
、

緒
形
康
先
生
の
学
部
ゼ
ミ
「
東
洋
史
演
習
」
及
び
大
学
院
ゼ
ミ

「
東
洋
近
現
代
史
演
習
」
の
演
習
風
景
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、

筆
者
は
学
部
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
い
な
い
た
め
、
学
部
ゼ
ミ
の
演
習

内
容
に
つ
い
て
は
、
東
洋
史
学
専
修
学
部
四
年
生
の
生
森
瑞
季
が
、

大
学
院
ゼ
ミ
の
演
習
内
容
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
三
年
度
に
博
士

課
程
前
期
課
程
を
修
了
し
た
宮
永
大
瑚
が
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
す
る
。

（
文
責

：

宮
永
）

・
東
洋
史
演
習
（
学
部
）

学
部
ゼ
ミ
の
東
洋
史
演
習
は
、
中
国
語
文
献
の
輪
読
と
い
う
形

式
で
開
講
さ
れ
た
。
二
〇
二
三
年
度
の
学
部
ゼ
ミ
で
取
り
扱
わ
れ

た
の
は
、
明
清
時
期
の
「
閉
関
鎖
国
」
（
日
本
の
世
界
史
教
科
書

で
は
、
海
禁
政
策
と
し
て
説
明
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
の
論
文
で
あ

る
。
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

中
国
歴
史
研
究
院
課
題
組
「
明
清
時
期

�閉
関
鎖
国

�問
題
新
探
」

『
歴
史
研
究
』
3,

2022,
1-16.

こ
の
論
文
が
主
題
と
す
る
の
は
、
明
朝
と
清
朝
で
閉
関
鎖
国
が

行
わ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ア
ヘ
ン
戦

争
前
の
中
国
で
閉
関
鎖
国
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
す
る
通
説
に
対

し
て
、
完
全
に
閉
関
鎖
国
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

学
部
ゼ
ミ
は
、
論
文
の
輪
読
を
通
し
て
、
学
生
が
中
国
語
を
習

得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
演
習
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
学
部
生

同
士
の
討
論
を
中
心
と
し
て
演
習
は
進
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
学
生

が
日
本
語
訳
で
つ
ま
ず
い
た
箇
所
を
緒
形
先
生
に
適
宜
補
足
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
形
式
で
演
習
が
進
め
ら
れ
た
。

筆
者
は
、
緒
形
先
生
の
ゼ
ミ
に
参
加
す
る
以
前
は
長
文
の
中
国

語
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
く
、
履
修
し
た
場
合
内
容
に
つ
い
て
い
け
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る
か
不
安
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
翻
訳
す
る
文
章
量
を
減
ら

し
た
り
、
初
心
者
向
け
の
丁
寧
な
解
説
を
し
た
り
し
て
い
た
だ
き
、

ゼ
ミ
の
中
で
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。
緒
形
先
生

の
ゼ
ミ
を
１
年
間
履
修
し
、
気
が
付
け
ば
ゼ
ミ
参
加
当
初
で
は
考

え
ら
れ
な
い
量
の
翻
訳
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
改
め
て

中
国
語
の
読
解
力
が
鍛
え
ら
れ
る
ゼ
ミ
だ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
感

じ
て
い
る
。

（
文
責

：

生
森
）

・
東
洋
近
現
代
史
演
習
（
大
学
院
）

続
い
て
、
大
学
院
ゼ
ミ
の
紹
介
で
あ
る
が
、
大
学
院
ゼ
ミ
の
受

講
者
は
筆
者
一
人
で
あ
っ
た
た
め
、
一
対
一
で
演
習
が
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
修
士
論
文
執
筆
に
関
係
す
る
漢
文
と
英
語
の
史
料
読

解
を
筆
者
が
行
い
、
そ
の
日
本
語
訳
を
事
前
に
緒
形
先
生
に
確
認

し
て
い
た
だ
き
、
ゼ
ミ
に
お
い
て
誤
訳
や
疑
問
点
を
指
摘
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
形
式
で
演
習
が
展
開
さ
れ
た
。
筆
者
の
都
合
に
応

じ
て
、
各
回
の
史
料
が
異
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
す
べ
て
の

史
料
を
こ
こ
で
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
主
と
し
て
以
下
の

二
つ
の
史
料
を
取
り
扱
っ
た
。

『
高
宗
実
録
』
（
国
史
編
纂
委
員
会
「

（
韓

国
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
」
、
h
ttp
s:/
/
d
b
.h
isto
ry
.g
o
.k
r/

二

〇
二
四
年
一
月
二
三
日
閲
覧
） ．

F
O
（
イ
ギ
リ
ス
国
立
公
文
書
館
「
T
h
e
N
a
tio
n
a
l
A
rch
iv
es」、

h
ttp
s:/
/
w
w
w
.n
a
tio
n
a
la
rch
iv
es.g
o
v
.u
k
/
二
〇
二
四
年

一
月
二
三
日
閲
覧
） ．

そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。
ま
ず

『
高
宗
実
録
』
は
、
朝
鮮
王
朝

26代
国
王
・
大
韓
帝
国
初
代
皇
帝

で
あ
っ
た
高
宗
の
治
世
に
お
け
る
上
奏
文
や
詔
勅
な
ど
を
、
編
年

体
で
編
纂
し
た
実
録
で
あ
る
。
『
高
宗
実
録
』
は
、
国
史
編
纂
委

員
会
や
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
が
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
て
お

り
、
「
韓
国
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
、
国
史
編
纂
委
員
会
が
刊

行
し
た
も
の
が
、
原
史
料
デ
ー
タ
・
活
字
デ
ー
タ
の
両
方
で
公
開

さ
れ
て
い
る
。
高
宗
の
治
世
に
お
け
る
政
府
内
の
動
向
を
知
る
う

え
で
貴
重
な
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。

次
に
F
O
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
F
o
reig
n
O
ffice

を
略
記
し

た
も
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
外
交
文
書
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
国
立
公
文
書
館
は
、
文
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
の
公

開
（
P
D
F
形
式
）
を
進
め
て
お
り
、
筆
者
は
、
駐
韓
イ
ギ
リ
ス

公
使
館
か
ら
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
へ
の
電
報
群
（
F
O
17/
1660

な

ど
）
を
活
用
し
た
。

大
学
院
ゼ
ミ
を
受
け
て
の
感
想
で
あ
る
が
、
筆
者
は
漢
文
史
料

や
英
語
史
料
を
、
適
切
に
訳
出
し
、
論
文
で
活
用
で
き
る
ほ
ど
十

分
な
読
解
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
大
学
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院
ゼ
ミ
で
は
、
二
年
間
を
通
し
て
、
時
に
は
授
業
時
間
を
延
長
し

て
、
丁
寧
に
筆
者
の
日
本
語
訳
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
史
料
を
検
討
す
れ
ば
い
い
の
か
、

緒
形
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
修
士
論
文
に
取
り
掛

か
る
う
え
で
励
み
と
な
っ
た
。
現
在
で
も
漢
文
・
英
語
の
読
解
能

力
は
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
入
学
当
初
と
比
較
す

る
と
、
読
解
力
は
確
か
に
向
上
し
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
緒
形
先
生
に
は
、
読
解
し
た
史
料
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

が
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
、
常
に
裏
付
け
を
行
う
よ
う
、
演
習
内

で
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
史
料
批
判
の
必
要
性
は
、
歴
史
学
で
は

常
に
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
入
学
当
初
、
筆
者
は
十
分
に

そ
れ
が
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
こ
の
演
習
で
の
議
論

を
通
し
て
、
史
料
批
判
の
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
大
学
院

ゼ
ミ
は
、
修
士
論
文
執
筆
の
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
鍛
え
ら
れ

る
授
業
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
学
部
ゼ
ミ
で
は
現
代
中
国
語
論
文
の
輪
読
、

大
学
院
ゼ
ミ
で
は
漢
文
・
英
語
史
料
の
読
解
が
主
と
し
て
行
わ
れ

た
。
学
部
ゼ
ミ
・
大
学
院
ゼ
ミ
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
緒

形
先
生
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
く
な
か
で
、
卒
業
論
文
・

修
士
論
文
執
筆
に
必
要
な
語
学
力
・
読
解
力
を
鍛
え
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
外
国
語
の
文
献
や
史
料
を
読
解
し
な
が
ら
、
東

洋
近
現
代
史
の
知
見
を
深
め
る
風
景
が
、
緒
形
先
生
の
ゼ
ミ
に
見

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（
文
責

：

宮
永
）
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